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ロータリーの兄弟･姉妹の皆さん　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 昨年の7月、この雑誌のために初めてメッセージを書いた
時、私は「世界の変化を望むなら、あなた自身がその変化に
ならなければならない」といったマハトマ Ｋ. ガンジーの言葉
を引用しました。それからの数か月、私はロータリーの世界
を旅行し、至る所でロータリアンたちがこの言葉を暮らしの
一部にしているのを目にするという素晴らしい機会をもちま
した。

忘れてはならない持続可能性

　前向きな変化を創出するというのは、最も単純に言えば、
私たちの知識や資源を使って問題を解決するということで
す。しかしながら、現実的で永続的に人道的な問題を解決
する方法について語る時、知識やアイデアならびに資源だ
けでは、十分に確かな結果を出すことができません。私たち
は、まさしく重要なもの、すなわち持続可能性ということを忘
れてはなりません。
　持続可能な問題解決、それは、それを提案し推進したロ
ータリアンたちが立ち去ってもなお機能し続けるものです。も
ともとはロータリーが始めたプロジェクトであったとしても、地
域社会が自分自身の仕事だと考えるようなものでなければ
ならないということです。それは当然のことながら、水のポン
プの部品が壊れたら、その地域社会の人がロータリーの助
けを借りることなく修理を行い、そのポンプをきちんと動き続
けるようにするということを意味します。

ニーズをよく理解すること

　持続性への第一歩は、ニーズをよく理解することです。例
えば、発展途上国では、一般的に調理用燃料が不足してい
ます。多くの地域ではソーラーオーブンは魅力的な解決方
法です。安価な上に、エネルギー源はタダで、無公害で、無
尽蔵で、しかも、使用法や維持も簡単です。

とはいっても、私たちが地域社会に踏み込み、ソーラーオー
ブンで問題解決を図ろうとする前に、その地域社会の実情
をよく理解しなければなりません。それは、私たちが考える以
外の問題点についても考慮するということです。
　彼らの食べ物はソーラーオーブンがつくり出すより高温で
調理する必要があるかもしれません。ある地域は風が強く
ソーラーオーブンが吹き飛ばされてしまうかもしれません。あ
る地域は伝統的に夜明け前に食事をつくり始めるので、そ
の時間にソーラーオーブンは使えないかもしれません。こう
いった問題は、皆さんが思いもかけなかったことかもしれま
せんが、ソーラーオーブンが屋根の接ぎ当てに使われたり、
ソーラーオーブンが調理用ではなく家畜の飼料乾燥用に利
用されることに、つながりかねないのです。

約束を果たす

　私たちが変化を起こそうと試みるなら、「自分の方法がよ
りいい」というだけでは不十分です。ただ語るだけではなく、
自分たち自身の耳や目で確かめなければなりません。もし、
私たちが手を差し伸べようとするなら、開かれた心、知恵と
献身、さらには約束したことを果たすことによってだけ、他の
人 を々助けることができるのです。

持続可能な奉仕を

2011-2012年度 RI会長
カルヤン・バネルジー

RI会長メッセージ
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　カルヤン・バネルジー国際ロータリー会長とのツーショット写真は本来ならば月信第１号のトップに掲載されるものですが残

念ながら国際協議会に出席しておりませんでしたので飾ることができませんでした。そこで遅まきながら過日大阪で開催された

ロータリー研究会の席で特別願い出てこの写真を撮っていただきました。　笑顔で握手　　再びガバナーになりました。

笑顔で広げようロータリー

たった四人で始まったロータリーも１０７年続き、今じゃ２００以上の国と地域に広がりロータリークラブも３４、２８２クラブ、ロータ

リアンの数は１，２１８，１９９人（２０１１年１２月３１日RI公式発表）に達しています。

ここまで大きくなったのはRI自体が何か大きな事業をしたとか、どこかにたくさんのお金を出したからという理由で今日の姿が

あるのではなく、ロータリーの底流には人知れず、人間愛がそこはかとなく流れており、人の善意を信ずることから始まっている

のです。思いやりそこには愛語と微笑みがあるからなのです。普段のロータリーの活動の中で、微笑みを忘れず、絶やさずにい

たからこそであり、微笑みこそがロータリー拡大の大きな基礎といえるでしょう。

人生行路に励ましを与えてくれるものは「微笑み」　友情を喚起するのも「微笑み」　「微笑み」は人の心の嵐を鎮めてくれ

るものです。とポール・ハリスの言葉です。

国際ロータリー第2640地区
2011-2012年度ガ バ ナ ー

大 澤  德 平

ガバナーメッセージ

微笑み　愛　思いやり
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　R.I.は、今月を“識字率向上”月間と定め、地域及び世界の識字率を高めるよう奨励していま

す。R.I.では1997年、1998年度の強調事項として“識字能力の向上”を指定し、1997年7月の

R.I.理事会に於いて毎年7月を“識字率向上月間”と定めました。(2006、2007年度より毎年3月

に変更)　世界中には、読み書きや計算のできない人々が10億人近く有ります（そのうち三分

の二が女性）。これらの人々は、生活水準が低く、幸福に暮らすことが出来ずにいます。

　明日のリーダーとなる青少年の育成を必要としていることから、今年度も重点事項の一つと

して基本教育と識字率向上を取り上げています。

　義務教育が徹底している現在の我国では、小学校が約2万2千ヶ所。約400年前の江戸時

代の庶民が2500万人位の中で、約2万ヶ所の寺子屋が有り、そこで読み書き、そろばんの基礎を教育して、明治につながりまし

た。そのことからもあらゆる機会をとらえて、識字率向上に取り組まなければなりません。

　私の所属する和歌山R.C.においても「日本・バングラデッシュ・友情農業技術大学」設立支援の折には、識字率向上のプログ

ラムを含め支援しました。2005年度、会員有志とクラブ国際奉仕部門の予算で56万円。続いて2006年度、会員有志で80万円。

そして、2008年度には第2640地区WCS事業として、和歌山西R.C.とJessore East R.C.との共同事業として101万円。累計で

237万円を拠出、そして、大学設立に向けて大きく前進、同時にバングラデッシュ政府もこのプロジェクトの意義を理解し、支援活

動を開始、教育対象も指導者育成に加えて、Street Childrenに対する教育にまで拡がって来たことが思い出されます。その

機会に参加出来たことが、大変嬉しい思い出となりました。

　しかしながら、昨今のロータリー活動を見ていると、第2640地区と各クラブが強い絆をもっての行動が出来ておりません。その

混乱の渦中に、ガバナー補佐をお受けして、早くも8ケ月が経ちました。今日まで、まとまる兆しが見えず、自分の立場にこだわり、

肝心なことに目をつぶり、篤志の気持を忘れ、相容れない平穏な所には、絆はいらないとばかりに行動し、客観的に見ると、筋の

通らない話が多すぎました。どうか、ロータリー精神を基に積み重ねた経験と組織運営を維持しながら惻隠の情をお持ちいた

だき、お互いの立場から混乱を鎮めるきっかけに心がけて頂きたいものです。

　第2640地区内の各クラブに一体性が失われつつある中で、昨今の日本経済の流れとR.I.に対するそれぞれの思い入れの

変化によって、会員減少に歯止めがかかっておりませんが、お互いの立場から広く世間を見ることで、まとまるきっかけになって

頂きたいものです。

私はロータリー精神を基に、ロータリー活動に参加し、自己修練の助として歩んでまいりました。

後4ヶ月、微力ではありますが、より一層第2640地区とI.M.3組10クラブを気遣うマインドを持って参加する次第です。

識字率向上月間によせて

ガバナー補佐

脇坂　三蔵
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「創造的な奉仕」が出来ていますか？「ロータリーの効果的奉仕プロジェクト」とは何ですか？

これは、昨年から始まった「2640地区Rotary Leadership Institute」で、問いかけられた言

葉です。

普段何気なく行っている奉仕活動を思い起こしこの言葉に照らし合わせると、改めて考えさせ

られる事がありそうです。

会員増強や広報活動にも、密接にかかわってくるのではないでしょうか？

我々は、人集めや宣伝のために奉仕活動をしているのではありません。

しかし、地域に於いての認知度を思うと再考の余地は十分ありそうです。

地域のニーズを知っていますか？調査した事がありますか？現在進行中のプロジェクトは、どうですか？

「我々が行う事」は手段です。

目的は「地域のためになる事」です。

間違えて「我々が行う事」が目的になると、地域のためではなく我々のための奉仕活動になってしまいます。

プロジェクトを成功裏に導くには、念入りな計画・準備が必要です。

必要なリソースを把握し、十分に確保しなければなりません。

クラブ内の協力は当然ながら、必要に応じて地域団体に協力を求めてみるのも如何でしょうか？

目的を間違えず用意周到に計画されたプロジェクトは、素晴らしい「社会奉仕」として必ず成功を収めるでしょう。

そして、地域の方々の心に残ると信じたいものです。

終えた活動もその成果を評価し、継続の必要性について検証できれば、さらに素晴らしい活動に発展するのではないでしょう

か。

当地区では、各クラブ・近隣クラブ・I.M単位で様 な々奉仕活動が実践されています。

どれも素晴らしいプロジェクトです。

成果を検証し、効果的なプロジェクトとして、創造的に飛躍される事を祈念致します。

社会奉仕

地区社会奉仕委員会 委員長

坂東　剛
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新入会員紹介
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新入会員紹介
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田中　守 様
(松原RC)

1916年5月1日 生

2012年1月19日 死去

訃報
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ＰＨＦ・ベネファクター（2012年1月分）

米山功労者（2012年1月分）

Ｆ・・・ポール・ハリス・フェロー / 数字・・・マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
ＢＥ・・・ベネファクター
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横組み記事

ＲＩ会長メッセージ　持続可能な奉仕を　Ｐ1　　ＲＩ会長　カルヤン・バネルジー
バネルジー会長は、「現実的で永続的に人道的な問題を解決する方法について語るとき、（中略）持続可能

性ということを忘れてはなりません」と述べ、「持続可能な問題解決、それは、それを提案し推進したロータリ

アンたちが立ち去ってもなお機能し続けるものであるということです」、そして、「持続性への第一歩は、ニー

ズをよく理解することです」と説明しています。

特集　識字率向上月間　子どもたちの未来をつくる　P5
3月は識字率向上月間です。皆さまのクラブでは、どのような活動をなさっていますか。

基本的教育と識字率向上
国際ロータリーの資料『ロータリーの重点分野』より転載　Ｐ8-9

ロータリーの6つの重点分野の1つに「基本的教育と識字率の向上」があります。識字率向上のために、ロー

タリアンは何ができるのでしょうか。国際ロータリーの資料から、紹介します。

奉仕を通じて平和を　2012年国際協議会リポート　1月15～21日　Ｐ28-32 
奉仕を通じて平和を　田中作次ＲＩ会長エレクト　2012年国際協議会開会本会議講演　Ｐ33-34

国際協議会開会本会議では、ＲＩ会長エレクトが、新年度のＲＩテーマの発表に合わせ、自身の経験や、ロータ

リーに関しての考え方などを述べます。田中作次ＲＩ会長エレクトの講演の全文です。

よねやまだより　ありがとう、ロータリアン！　④　忘れられない信頼の重み　P48-49
感謝の気持ちをかたちにすることは、簡単なようで難しいものです。まして、何十年もその気持ちを維持する

ことは容易ではありません。4月に古希を迎える米山学友・阮允恭（げん　いんきょう）さんは、帰国後約40年

たった今も、毎年台湾から来日し、恩師や世話クラブ、お世話になったロータリアンへのお礼を欠かさずにいま

す。その阮さんが「日本に対する恩義の気持ちと、そこから培われた学友たちの絆を守り続けたい」と、寄稿

してくれました。

ＲＩ指定記事

『ロータリーの友』3月号 地区だより
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縦組み ロータリー俳壇　歌壇　柳壇　Ｐ１２
俳壇

長考の果てや破れ蓮見えてくる　　　御坊ＲＣ　中野賢一

柳壇

嵌り込む古道歩きで神秘触れ　　　  新宮ＲＣ　塩﨑公治

余命告げ信頼の医師先に逝き　　　 白浜ＲＣ　橋本恵治

有馬の湯止まった時間は君のもの　　堺ＲＣ　佐々木頼典

バナー自慢　Ｐ1５　　堺東南ＲＣ

横組み 今こそ未来のために　ローターアクター　Ｐ10～13
第2640地区　氏家一勝（河内長野RAC）

世界ローターアクト週間（3月12～18日）にちなみ、ローターアクトクラブの活動についてうかがい

ました。　

心は共に11　東日本大震災　　ロータリー、多岐にわたる活動　P22～27
震災がつなぐロータリアンの絆　大阪金剛ロータリークラブ

地区関連記事

縦組み記事

松下幸之助　成功の発想と危機克服の心得　Ｐ2-6
公益財団法人松下社会科学振興財団　松下資料館顧問　　川越　森雄

幸之助は「本来、不況なんてない」ということを言っておりました。「不景気でうまくいかないことはあるが、人

間がつくった不景気だから、人間の知恵でいくらでもこれは解決することができる」という考え方をもっていた

わけです。

卓話の泉　Ｐ10-11

消化器がんの予防・香の癒やし効果・温泉と地熱資源
例会での卓話を要約して掲載しています。この欄は、各クラブからロータリーの友事務所に定期的にお送りく

ださった会報・週報から、一般的に豆知識として活用いただけるような卓話を選び掲載しています。



 
 
 
 
 

1 月までの寄付金は前年同期と比べて 3.9％減、約 3,800 万円減少の 9億 4,500 万円となりま

した。普通寄付金が 6.4％減、特別寄付金が 2.5％

減でした。 

普通寄付金については、1 月末現在、全クラブ

の68％にあたる1,548クラブからご納入いただい

ていますが、昨年同期（79％、1,822 クラブ）と

比較すると、納入状況に遅れがみられます。また、

地区内全クラブのうち、普通寄付金を送金いただ

いていないクラブが 4 割以上にのぼる地区が 9 地

区あります。ご確認いただき、お早めにご送金く

ださいますようよろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

新規米山奨学生の面接選考が各地区の選考委員会によって行われ、2012 学年度合格者が決定

しました。1,550 人の応募に対し、648 人が合格（海外学友会推薦奨学金※1 は現在選考中）。奨

学金プログラム別の合格者数は、博士・修士・学部課程奨学金が 616 人、地区奨励奨学金が 16

人、クラブ支援奨学金が 11 人、2012 学年度よりスタート

した海外応募者対象奨学金※2（個人応募による）が 5人で

す。 

国籍・地域別の割合は、中国 53.3％（前年度 49.8％）、

韓国17.6％（17.0％）、台湾4.0％（6.2％）、その他が25.2％

（26.9％）です。＊  

ＪＡＳＳＯ（独立行政法人日本学生支援機構）による

と、昨年 5 月の調査では、日本国内の留学生在籍数は前

年の 2.6％減と発表されましたが、中国・韓国籍の米山奨

学金申込数は昨年より増加し、合格割合も同様の傾向と

なりました。これらの人数は、他奨学金合格による辞退者が出ることなどにより変動する見込み

ですが、今回の合格者と昨年度からの継続奨学生 171 人を合わせた約 820 人が、2012 学年度奨

学生となります。 

 

 

奨学金の種類 合格者 

学部・修士・博士課程 6616 人 

 学部課程 166 人 

修士課程 292 人 

博士課程 158 人 

地区奨励 116 人 

クラブ支援 111 人 

海外応募者対象 55 人 

海外学友会推薦 選考中 

300
310
320
330
340
350
360
370
380
390
400



 

中国・広東省の五邑大学准教授として教鞭をとりながら、画家として活躍する米山学友、賈
か

金
きん

柱
ちゅう

さん（中国／1997-98／御坊ＲＣ・和歌山東ＲＣ）が来日し、2 月 2～6 日の 5 日間、和歌山

市内で個展を開催しました。 

賈さんは昨年の東日本大震災、そして台風 12

号による災害に心を痛め、「私も何かしたい、何か

できるはず」と、9 年ぶりの来日を決意。世話ク

ラブの和歌山東ＲＣのほか、和歌山ＲＣ、そして

米山奨学会事務局のために 3点の作品を寄贈して

くださいました。描かれているのは、世界遺産に

も登録されている、同省開平の高層楼閣（ ）

を含む村落群。富を築いて故郷に戻った華僑たち

が両親への恩返しのために建てたと言われる

の風景は、「私のロータリーに対する感謝の気持ち

そのまま」と 賈さんは言います 今回の個展は地

元メディアにも取り上げられ 母校の和歌山大学

学長をはじめ 東京や長野など遠方からも多くの

人が訪れました 当時 賈さんと家族ぐるみの付

き合いをしていた和歌山東ＲＣの田原久一会長は

個展を開くような立派な画家になられ 世話ク

ラブとして光栄だし誇りに思う 今後も懸け橋として頑張って欲しい」と エールを送りました。

このたび東日本大震災復興支援にと、上海の電力設備会

社（上海科泰電源公司）がディーゼル発電機ユニット 10

台を宮城県気仙沼市に寄贈。その橋渡し役を務めたのは、

立命館大学教授で第 2650 地区米山学友会会長の周
しゅう い

生
せい

さん（中国／1993-95／京都洛中ＲＣ）です。 

震災直後の 3 月下旬に発電機の寄贈を決めた上海側か

ら依頼を受けた周さんですが、当時は被災地も混乱を極め、

「受け入れ先を見つけるのに難航した」といいます。手を

尽くして探す中、第 2650 地区米山記念奨学委員長の岩橋

忠昭氏の協力で気仙沼ＲＣと連絡を取り、無事に気仙沼市での受け入れが決定。12 月 10 日に同

市で開催された贈呈式には、上海企業の代表 4名や気仙沼市長のほか、気仙沼ＲＣ会長をはじめ、

岩橋氏や周さんなど、実現に協力したロータリー関係者も出席しました。今回寄贈されたディー

ゼル発電機ユニットはすべて、気仙沼の主要産業である漁業復興のため、漁船関係の電力安定供

給に役立てられます。 

周さんは、立命館大学政策科学部で被災地復興のための政策研究チームを組織、また、昨年設

立された日本ロータリーＥクラブ 2650 の創立会員として、ロータリー活動にも積極的に参加し

ています。「被災地はまだ大変な状況で、息の長い支援が必要。政策科学の研究者として、また、

ロータリアンとして、これからも被災地の復興のために尽力していきたい」と語っています。 

 
公益財団法人 ロータリー米山記念奨学会 
〒105-0011 東京都港区芝公園 2-6-15 
 黒龍芝公園ビル 3F

Tel：03-3434-8681 Fax：03-3578-8281 
E-mail：highlight@rotary-yoneyama.or.jp 
URL：http://www.rotary-yoneyama.or.jp/

編集担当：野津
の づ

・峯
みね
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。

ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、２万余点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は

勿論、電話や書信によるご相談、 文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。ま

た、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。

クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、 ご活用願います。　

以下資料のご紹介を致します。

ロータリー文庫

〒105－0011東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階
TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506　　　　http://www.rotary-bunko.gr.jp

開館＝午前10時～午後5時　　休館＝土・日・祝祭日

◎「７０周年に当り創世期のロータリーを憶う」　平島健次郎　1975　7p　（ロータリー入門）

◎「これがロータリーだ」　直木太一郎　1983　41p　（私のロータリー．５０年）

◎「平凡で偉大なロータリー精神」　末永直行　1972　20p

◎「シェルドン…忘れ得ぬその名」　ジョン O. ナットソン：神崎正陳訳　1998　　　12p

◎「ロータリー財団の父　アーチ C. クランフの人となり」　鳴海淳郎　2000　9p

◎「ロータリー進化論」　前原勝樹　〔1985〕　19p  　　　

◎「ロータリーの組織と奉仕」　深川純一　2001　68p

◎「ロータリー廣報乃王道」　佐藤千壽　1997　34p

◎「米山梅吉と日本のロータリー（抄）」　長井盛至　1983　31p

◎「四つのクラブの七つの驚き」　安積得也　1977　44p　（おゝ ロータリアン）

上記申込先：ロータリー文庫

◎「我が自叙伝」　ハーバートJ.テーラー著；菅野多利雄訳　1990　219p

［申込先：緑ヶ丘病院　FAX(022)365-3000]

ロータリー創立記念日にあたって

文庫通信
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15

1 1

11. . 1 1 1 11. . 1 1 1

33 32 0 0 0 1 4 92.73 93.67 8 9 0 1 0 0 3 88.89 90.83

33 33 0 1 0 1 4 96.55 96.66 21 21 0 0 0 0 3 86.67 84.39

13 15 0 2 0 0 4 95.00 86.66 65 70 0 6 0 1 3 95.24 91.93

10 8 0 0 2 2 3 84.00 87.00 32 33 1 1 0 0 4 97.50 96.92

48 47 0 1 0 1 4 77.58 83.69 18 18 0 0 0 0 4 83.82 80.04

15 15 0 0 0 0 3 82.22 87.00 22 24 0 2 0 0 4 95.83 93.11

26 27 1 1 0 0 5 78.83 82.44 29 28 1 2 1 3 5 86.75 82.30

15 16 0 2 0 1 3 93.30 94.48 23 22 0 0 0 1 3 90.00 87.82

15 15 0 0 0 0 3 77.70 84.15 19 21 0 3 0 1 4 71.25 81.93

49 53 1 5 0 1 3 86.92 89.86 16 16 0 0 0 0 3 95.40 93.67

11 10 0 0 0 1 4 95.00 90.05 30 30 0 1 0 1 3 92.22 89.11

27 29 1 2 0 0 3 88.26 89.65 29 27 1 1 0 3 3 84.61 81.83

28 28 0 1 0 1 3 92.40 87.81 19 16 0 0 1 3 4 95.00 86.07

26 29 1 3 0 0 3 56.31 62.71 11 10 0 0 0 1 4 100.00 98.60

48 47 1 2 0 3 4 83.80 82.41 23 34 2 12 0 1 4 99.30 97.70

34 38 0 5 0 1 3 86.11 83.87 15 15 0 0 0 0 4 83.93 84.77

38 39 0 1 0 0 3 75.00 73.63 22 25 1 4 0 1 4 99.00 92.20

60 59 1 1 0 2 4 78.81 79.16 61 63 0 2 0 0 3 77.45 79.81

18 18 0 1 0 0 4 88.33 84.15 13 13 0 0 0 0 3 93.94 96.21

17 17 0 0 0 0 4 91.18 92.82 10 12 1 2 0 0 3 75.00 67.70

18 18 0 0 0 0 3 85.71 87.37 29 29 0 0 0 0 3 76.47 78.18

23 22 0 2 0 2 4 81.82 82.23 16 17 0 1 0 0 3 82.35 80.85

35 32 0 1 0 4 4 77.10 75.90 82 84 1 5 0 3 3 88.63 86.08

27 24 0 0 0 3 3 81.54 83.22 33 43 2 10 0 0 4 84.89 88.39

36 33 0 0 0 3 4 93.85 93.31 48 48 0 1 0 1 3 86.73 86.43

47 44 0 0 0 3 3 91.58 92.62 39 40 0 1 0 0 4 67.77 74.62

14 14 0 0 0 0 4 100.00 100.00 17 17 0 1 0 1 4 82.97 84.69

17 16 0 0 0 1 3 87.50 90.20 64 68 0 4 0 0 4 81.60 82.98

21 21 0 0 0 0 3 100.00 99.74 37 35 1 2 0 4 4 81.32 76.89

16 17 0 1 0 0 4 86.00 88.88 42 44 0 2 0 0 3 91.37 88.91

13 13 0 0 0 0 4 78.84 74.14 39 38 0 0 0 1 4 88.35 86.04

30 26 0 1 1 5 4 94.79 92.24 44 43 0 2 0 3 3 83.86 81.02

22 21 0 0 0 1 3 70.00 81.97 88 87 1 4 0 5 3 82.63 86.20

13 17 0 4 0 0 3 86.00 84.70 29 30 0 1 0 0 3 89.92 86.14

18 17 0 0 0 1 3 74.44 65.02 22 17 0 0 0 5 3 100.00 89.57

28 26 0 0 0 2 3 83.30 80.50 49 51 1 3 0 1 3 88.17 89.35

Rotary E-Club

Sunrise of Japan 4 3 0 0 0 1 4 100.00 100.00

1

1956 154 1980 157 1 1

86.59 19 111 5 81

7 1 1

73
2110 2137

出席報告（2012年1月）
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